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このほど、京都大学が 2025 年度入試の出題教科・科目を公表した。2025 年度入試は、現高校１年生からス

タートしている新教育課程に対応した最初の入試となる。詳細は以下の通りである。 

 

■共通テスト「情報Ⅰ」は必須 

一般選抜および特色入試で求められる大学入学共通テスト（以下、共通テスト）の出題教科・科目は、新た

に情報が加わった。地理歴史・公民では「地理総合、歴史総合、公共」を除く５科目から各学部・学科が求め

る科目数を選択する。これまでに出題教科・科目を公表した旧帝７大、東京工業大、神戸大では、いずれも京

都大と同様、「地理総合、歴史総合、公共」を出題科目から除いている。 

その他の教科・科目については新旧の科目の入れ替えを別にすれば、一般選抜では現行と同じ、特色入試で

は一部の学部・学科で若干の変更がある。なお、配点や第 1段階選抜の有無など具体的な選抜方法等と、旧教

育課程履修者に対する経過措置の詳細は、今回発表されなかった。これらについても早期の公表が待たれる。 

 

■一般選抜の個別試験は概ね現行通り 

一般選抜の個別試験も概ね現行通りとなった。【表】

は発表された個別試験の出題科目・範囲をまとめた

ものである。注目される数学では、文系は「数学Ⅰ」

「数学Ⅱ」「数学Ａ」「数学Ｂ」「数学Ｃ」を出題範囲

とした。「数学Ｂ」は「数列」、「数学Ｃ」は「ベクト

ル」からの出題となっている。理系の数学は、文系の

出題範囲に「数学Ⅲ」と「数学Ｃ」の「平面上の曲線

と複素数平面」が加わる。現時点で数学の出題範囲を

公表している大学の多くが、文系、理系ともこの出題

範囲としており、対策の範囲も概ね固まったといえ

るだろう。ただし、東京大のように数学Ｂの「統計的

な推測」を出題範囲に加える大学もあり、現行課程よ

り出題範囲が広がる大学もあることに注意したい。 

地理歴史については「日本史探究」「世界史探究」

「地理探究」の３科目から出題される。東京大も同様

に探究科目のみを出題範囲としているが、大阪大な

どでは、探究科目に加え、「歴史総合」「地理総合」も併せて出題範囲としており、対応は大学により分かれる。 

 

■特色入試の変更点 法学部は学校推薦型選抜に変更 

 特色入試では法学部で大きな変更がある。現行では後期日程で実施しているが、2025 年度からは学校推薦

型選抜に変更する。募集人員は現行と同じ 20 名である。英語資格・検定試験のスコア等や学びの設計書など

の提出が求められるほか、現在と同様に共通テストの受験が必要となる。共通テストの総点が概ね 80％以上

の者が最終合格者となる。 

 経済学部では１校当たりの推薦人数の条件が変わる。現在は各学校長が推薦できる人数は、文系型、理系型

それぞれ２人までだが、2025 年度からはこれに加え男女ともに在学する学校の場合、男子はそれぞれ１人ま

でという条件が加わる。 

 共通テストの選択可能な科目が変わるのは、経済、医（先端看護科学、先端リハ－先端作業療法学）、工（地

球工、工業化学）、農（応用生命科学）である。いずれも選択可能な科目が広がるもの、科目の組み合せが変

わることで、より多くの受験生が対応可能になるものなど、影響は限定的とみる。 

２０２５年度入試情報 

京都大 新課程入試科目を公表 

 

教　科 出題科目・範囲

国　語
「現代の国語」「言語文化」「論理国語」「文学国語」「古

典探究」

地理歴史 ｢日本史探究｣｢世界史探究｣｢地理探究｣

数学（文系）
｢数学Ⅰ」「数学Ⅱ」「数学Ａ」「数学Ｂ」「数学Ｃ｣（Ⅰ・

Ⅱ・Aは全範囲、Bは「数列」、Cは「ベクトル」）

数学（理系）

｢数学Ⅰ」「数学Ⅱ」「数学Ⅲ」「数学Ａ」「数学Ｂ」「数

学Ｃ｣（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Aは全範囲、Bは「数列」、Cは「ベク

トル」「平面上の曲線と複素数平面」）

理　科
｢物理基礎・物理｣「化学基礎・化学」｢生物基礎・生物｣「地

学基礎・地学」

英　語

「英語コミュニケーションⅠ」「英語コミュニケーション

Ⅱ」「英語コミュニケーションⅢ」「論理・表現Ⅰ」「論

理・表現Ⅱ」「論理・表現Ⅲ」を併せて『英語』として出題

※英語のほかドイツ語、フランス語、中国語も出題

【表】2025 年度 一般選抜個別試験の出題科目・範囲 


